
 

１８７６（明治９）年に本校の前身である武田小学校が誕生してから、１４７年が経ちました。

１９５５(昭和３０)年１月５日の米澤村と神崎町の合併を経て、１９６４（昭和３９）年に神崎

町立米沢小学校という現在の名前になりました。そして、その２３年後の１９８７（昭和６２）

年に今の大平台の校舎が完成し、観音台から移りました。 

９月２０日の１４７回創立記念式では、大平台の新校舎が完成した当時の広報「こうざき」に

掲載されていた３年生の児童の作文を子どもたちに紹介しました。  

  

 

 

 

 

 

 

 

それは、真っ白で別荘のようなきれいな校舎に引っ越しができたことを喜び、希望とやる気に

あふれた作文でした。校舎を建設してくださった方々をがっかりさせないよう、「日本一の校舎」

にふさわしい人となりたいという気持ちが伝わるものでした。その新校舎も人間の年齢にする

と、今や３７歳。歴史と伝統のある米沢小学校にふさわしい、よい行いを積み重ね、「米沢小は、

日本一」と胸を張っていえる子どもたちに育てていきたと思います。 

３０日に運動会を控えたグラウンドは、とてもきれいに整備され、入場門やテントが並んで

います。１６日の奉仕活動により、「草刈り隊（米沢小学校の卒業生や元 PTA、元職員などゆか

りの方で組織）」や保護者の皆さんが暑い中、私たちと一緒に草刈り作業に汗を流してくださっ

た賜です。１４７年続く歴史と伝統は、米沢小学校を支える多くの方々のおかげで守られていま

す。 

古いアルバムの写真の

中に、校庭の落ち葉を集め

る子どもたちと登校中に

丁寧にお辞儀をして挨拶

する子どもたちの姿を見

付けました。先輩の行いを

よき手本として「ほんき・げんき・やるき」、すすんで挨拶や仕事ができる子に育て、米沢小学

校のよい伝統を守っていくことを約束しました。 

また、全校道徳も実施しました。「あったかことば」「ちくちくことば」がテーマです。事前に

子どもたちにアンケートをとり、実際に言われたことのある言葉を集めました。言われると心が

温かくなる言葉（あったかことば）や気持ちが暗くなる言葉（ちくちくことば）について学習し

ました。今、全校で默働清掃（もくもく清掃）に取り組んでいる子どもたち。約束を守って話を

せずに一生懸命に掃除に取り組むことができています。「もくもく清掃」ができる子なら、あっ

たかことばやちくちくことばの約束も守れるはずです。先生の「今日は、米沢小学校の創立記念

 
栗の実がたくさんなりました！ 

 

大平台だより

 
１４７回創立記念式 ９．２０ ～ 全校道徳実施 ～ 



日なのでこれを機会に『あったかことば』をたくさんふやしてい

きませんか。ちくちくことばは使わない約束をしませんか。」の

問い掛けに子どもたちは大きくうなずいていました。 

お互いの気持ちを大切にできる子どもに育て、日本一居心地

のよい学校をめざしていきます。ご家庭、地域でも子どもたちの

よい変化にお気づきになられましたら、お知らせください。反対

にこれは見逃せない（改善しなくては）と思われる言動がありま

したら、ご意見をお寄せくださいますようお願い致します。                 

                         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

神崎町建設業協会 様 

夏休みに、玄関吹き抜けの高所ガ

ラス窓の清掃と修理、１階配膳室の

壁の貼り替えをしてくださいまし

た。ありがとうございました。 

 

書星会賞 

４年      さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の作品とともに職員室前掲示

板に展示しています。 

公益社団法人 

佐原法人会神崎支部 様 

 過日いただいた寄付金で CDラジ

カセ４台を購入しました。大切に使

わせていただきます。 

 

 

 とってもきれいになりました！きっとよい運動会になります。

参加してくれた児童の皆さんもありがとうございました。運動会

もがんばろうね。 

奉仕活動へのご協力ありがとうございました！9.16 


